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～宇宙環境を利用した革新的な糖尿病検査システムの開発を目指して～ 

国際宇宙ステーション／「きぼう」での高品質タンパク質結晶生成実験に参加 
 

国立大学法人東京農工大学大学院工学研究院生命機能科学部門の早出広司（そうでこう
じ）教授と臨床検査機器・試薬メーカーのアークレイ株式会社（京都市）は、独立行政法
人 宇宙航空研究開発機構（以下、JAXA）が行う国際宇宙ステーション「きぼう」日本実
験棟※1 の微小重力環境を利用したタンパク質の高品質結晶生成実験（以下、「JAXA PCG
（Protein Crystal Growth）」）※2 に参加します。本実験により、バイオセンシング技術※3 の開
発に必須となる産業用酵素としてのタンパク質の構造を解明し、糖尿病の診断・治療等に
役立つ革新的な検査システムへの応用を目指します。宇宙環境を利用した糖尿病検査シス
テムの開発は世界ではじめての試みです。 
 
現状：国立大学法人東京農工大学大学院 工学研究院 生命機能科学部門早出広司教授とアークレイ株式

会社の研究グループは、バイオセンシング技術の開発に必須となるタンパク質の応用研究を行ってきま

した。このたび研究グループで開発したタンパク質が、「JAXA PCG」第2期実験シリーズ第2回実験に搭

載する産業用酵素タンパク質の一つとして選定されました。9月26日に打ち上げを予定しているソユーズ

宇宙船に搭載されます。 
 
研究体制：本研究は、東京農工大学大学院工学研究院生命機能科学部門早出広司教授の研究グループ、

本学客員准教授・国立大学法人香川大学医学部総合生命科学研究センター分子構造解析研究部門吉田裕

美博士、アークレイ株式会社、ならびに JAXA によって行われ、これまでバイオセンシング技術の開発

に必須となるタンパク質の高純度試料の調製方法の開発および同タンパク質の結晶化条件を検討してま

いりました。 
 
目指す研究成果：宇宙という微小重力環境下で生成した高品質のタンパク質結晶を用い、精密な構造解

析を行うことでタンパク質の高度な特性の解明が期待されます。またその結果をバイオセンシング技術

の開発に必須となるタンパク質の精密な構造の解明に役立てることができます。その成果に基づき糖尿

病治療、患者さまの QOL 向上や疾病予防に貢献する革新的な検査システムの開発を目指しています。 
  
今後の展開： 
「JAXA PCG」第 2 期実験シリーズ第 2 回実験への参加 
打上日：2014 年 9 月 26 日（日本時間・現地時間） 
打上射場：カザフスタン バイコヌール宇宙基地 
帰還予定：2014 年 11 月 10 日 
着陸地点：カザフスタン 
帰還機：ソユーズ宇宙船 
 
 
 
 
 



  
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

※1 「きぼう」日本実験棟 
地上約 400km 上空に建設された、人類史上最大の宇宙施設である国際宇宙ステーション（ISS）に

ある日本初の有人実験施設。船内実験室と船外実験プラットフォームの 2 つの実験スペースからなり、

微小重力環境や宇宙放射線などを利用した科学実験、宇宙空間を長期間利用する実験や天体観測・地

球観測が行われています。 
 
※2  JAXA PCG（Protein Crystal Growth） 

「JAXA PCG」では、JAXA が保有する高品質タンパク質結晶生成技術を活用し、国際宇宙ステーシ

ョン／「きぼう」日本実験棟においてタンパク質結晶生成実験を行っています。ターゲットとなるタ

ンパク質の精密な立体構造データを取得し、それらを基にタンパク質の働きを理解することで、今後

の医薬品、産業用酵素等の研究・開発の発展に寄与するものと期待されています。 
http://iss.jaxa.jp/ 

 
※3 バイオセンシング技術 

生命現象における情報を抽出し、これを定量化するための計測技術の総称を指します。東京農工大

学工学研究院生命機能科学部門（工学府生命工学専攻、工学部生命工学科）では、民間企業と共同で

のバイオセンシング技術の研究開発を多数行っています。 
 
 
研究に関する問い合わせ◆ 

 東京農工大学大学院工学研究院 
 生命機能科学部門 教授 

     早出 広司（そうで こうじ） 
      TEL/FAX：042-388-7027 

電子メール：sode-lab@cc.tuat.ac.jp 
http://www.tuat.ac.jp/~tanpaku/index.html 

 
 アークレイ株式会社 

社長室 広報宣伝部 
     伊砂 和江・山本 晃 

      TEL：050-5830-1060 
電子メール：arkray_pr@arkray.co.jp 
http://www.arkray.co.jp/ 

 

図 1 「きぼう」日本実験棟(JAXA/NASA) 図 2 地上で得られた 蛋白質の結晶 

微小重力環境では地上より良質な結晶が

得られることが期待されます。 

(香川大学吉田裕美博士提供) 

 


